
























旅
一期一会

私のオーストラリア 365日旅
 ～中編～ エムシーツーリスト　小林　かやこ

ガイドブックに必ず出てくる、獣が大きく口を開
けたようにも見える絶壁の “ザ・バルコニーズ”
は【もののけ姫】のモデルとも言われている。その
獣のように見える頭上部分で記念撮影をするのだが、
一歩踏み外したらそのまま崖から落ちそうで、すり
足で何とか移動してへっぴり腰での撮影となった。
　ツアーパンフレットのコースに入っている事が少
ない都市アデレードだが、別名アートの街とも呼
ばれ、中心街のストリートには様々なオブジェが立
ち並び街並みも美しく、私はとっても好きな街だっ
た。シドニーを出発してからはずっと一人旅だった
が、アデレードでは宿で同室になったスイス人の女
の子と二人でトラムに乗って “グレネルグビーチ”
等へ出かけたりもした。
　ワーホリ者の中では “ラウンド” と呼ばれている
大陸一周旅行。行く先々で出会う同じ目的を持った
仲間達と一緒に小旅行するのもワーホリならではの
醍醐味だ。まさに一期一会。もう２度と会えないか
もしれないが、その一瞬だけでも時間を共有し楽し
む事が１年の間に幾度もあり、非常にいい経験と
なった。
　ラウンド中、必ず乗車したいと思っていたのが、
シドニーからアデレードを経由してパースまで全長
4,352㎞世界最長の鉄道 “インディアンパシフィッ
ク号” だ。アデレードからは１泊２日の旅となる。
途中、大陸南西部のナラボー平原の約 480㎞に
及ぶ平坦な直線を体験する。日本で例えるなら東京
から京都まで全く曲がらずに走るなんて広大なオー
ストラリアならではだ。車窓から、途切れることの
ない地平線と、満天の星空の中にひときわ輝くサザ
ンクロスを眺めながらの鉄道の旅はここでしか味わ
えないだろう。赤土の大地が一面に広がる風景から
緑豊かに変わっていくと終点パースに到着した。
　いよいよ次回が最終話。もうしばらくお付き合い
下さい。

To be continued

　公式には発表されていないものの、オーストラリ
アには【ジブリ映画の舞台モデル】といわれている
場所が沢山あるのをご存知だろうか？その中の
一つ、メルボルンが次の滞在地だ。シドニーから約
12 時間かけて長距離バスで移動。広大なオースト
ラリアでの貧乏旅行といえば長距離バスでの移動が
主流だ。日本よりシートの幅が広いし、私はどこで
も眠れるという特技 (笑) があるので、さほどの苦で
はなかった。
　メルボルンは世界で最も住みやすい都市とも言わ
れ、中心街は碁盤の目のようになっていて、それを
囲むように多くの庭園や公園が広がり美しい景観を
見せている。街の顔として市民に親しまれている
トラム（市電）や “フリンダースストリート駅” の外
観を見ると、【魔女の宅急便】のモデルと言われて
いるのもなるほど納得である。
　メルボルンの南東137km に位置する “フィリップ
島” では身長30㎝程の愛らしいペンギンが海から
巣へ帰るパレードを見ることができる。ヨチヨチ
歩く様は、可愛い！の一言なのだが、日没後にしか
見る事ができない為、南極からの潮風に耐えながら
の寒さとの勝負だ。
　メルボルンから次なる都市アデレードまでは１泊
２日のバスツアーに参加した。全長約250㎞『世界
一美しい海岸線』とも称される “グレートオ－シャ
ンロード” を経由しながら向かうのだが、長い歳月
をかけて陸が海に侵食される過程で創り上げられた
奇景 “12使徒奇岩群” は圧巻だった。途中、【紅の豚】
の舞台モデルと言われる、まるで隠れ家のような
雰囲気の美しい入り江 “ロックアードコージ” にも
立ち寄った。ひとしきり観光してバスに揺られなが
ら『あぁ、なんだか日南海岸に似てるなぁ～…。』
と思ったが最後、私の特技が遺憾なく発揮され眠り
に落ち途中からは記憶がない。(笑 )
　メルボルンから西に260㎞にビクトリア州最大の
国立公園 “ザ・グランピアンズ国立公園” がある。
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